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【論 文 】

環境意識の特 には高 くない通常 の事務系オフィスに対 し,

環 境配 慮 行 動 を促 した時 の行 動 変 容

謝 双 玉*・ 早 瀬 光 司*・ 井 山 慶 信*

壁 谷 彩 代**・ 金 載 分*・ 鄭 桓 檮*

【要 旨】 環境 意識 の特 には高 くない通常 の事務 系オ フィスを実験系 として,1995年 か ら2002年 まで

の8年 間の系に対 す る物質収支 を環境面 か ら継続 実態調査 として測定 した。 その測定時や測定後 にいく

つかの点 について事務所 に環境配慮 行動 をす るよ うに促 し,ど の ような行動変容があ るかを現場実験 と

して明 らかに した。 うら紙 については事務 所の 自発的な うら紙 ボ ックスの設 置 とうら紙の使用 とい う行

動変容 が起 きたが,再 生紙 はほ とん ど購入 され ることはな く紙 ごみ もほ とん ど資源化分別 されなか った。

うら紙使用 については社員 の入 れ代 わ り,事 務所 の配 置によ る影響 があ ると考え られた。 コピー機,プ

リンター,デ スク トップパ ソコ ンにつ いて は環境配 慮行動 の促 しに よ り使用電 力量が削 減で きたが,

ノー トパ ソコンについては増加 した。 コピー機,プ リンター,デ スク トップパ ソコンのよ うに間歇的に

使用す る ものは節電 に取 り組 みやす く,ノ ー トパ ソコンのよ うに半継続 的に使用す るもの は行動変容を

起 こしに くい傾 向のある ことがわか った。

キーワー ド:行 動変容,プ ロンテ ィング法,フ ィー ドバ ック法,現 場実験

1.は じ め に

環境 に配慮 した企業行動 の取 り組 みに関 する研究 は,

環境対策 を社会的責任 あるいは企業戦略 と して取 り入 れ

て い る大企 業 を中心 として行 わ れて い る1-3)。一方,通

常の事務系 オフィスにと って は環境へ の取 り組 みがまだ

身近な ものになって な く,ど のよ うな環境行動が見 られ

て いるか は論 じられ ることが少 なか ったので,そ の現場

の行動を うま くキ ャッチ して それ に適 した環境負荷削減

の方策を立て る必要が ある。

1999年,広 島市 は広 島市 内 に立地 す る事 業所 を対象

に 「環境 に関す る事業所 ア ンケー ト調 査」4)を行 った。そ

の結果 によると,事 業所が環境問題へ の取 り組み を進 め

る上 での問題点 として 「手 間や時 間がかか る」,「ノ ウハ

ウの不 足」,「環 境問 題 の現 状 と対策 に関 す る情報 の不

足」等 の主 に ソフ ト面 において問題 を抱 えている と指摘

された。 今後 の取 り組 みの意 向 としては,「 現在 よ りも

積極 的に取 り組 みたい」 とする事業所 も多いが,「 社会

情勢 や 同業者 の動 向を見 て,今 後 の取 り組 み を考 え た

い」 とす る消極 的な意 向を持 つ事業所 が最 も多 か った。

上記 のよ うな環境意識 の高 くない状態 の事務所 の抱 えて

いる問題点 や状況等 を考慮 して環境 に取 り組 むよ うに支

援す る方策 を立 てる必要 があるであろ う。

社会 システムの環境負荷実態 の評価 については 「系」

と 「環境」 との関 わ り方 を具体的,数 量的,実 証 的に明

らか に し,そ れ らが や りと りす る物質 とエネルギーの収

支 を把握す る必要が ある。系 は周 りの環境 か ら物質 とエ

ネルギーを導入 し,系 内で加工 ・生産 し,生 産物 と廃物

を環 境 に送 出す る5,6)。一般 事 務系 オ フ ィスの環境 負荷

実態 の評価 にお ける枠組 みの設定 において,こ の 「系」

と 「環境」 に関す る理論 をベースに し,行 動分析学 のプ

ロ ンプティ ング法 とフ ィー ドバ ック法 を取 り入れ ること

に した。
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Burgressら7)が 初 め て 行 動 分 析 方 法 を 環 境 配 慮 活 動

(散 乱 ご み の ピ ック ア ップ)に 応 用 して以 来,多 くの研

究 で は,行 動 分 析 の理 論 と方 法 を用 い て,環 境 配 慮 行 動

の 変 容 を 分 析 し試 験 し た。 た と え ば,散 乱 ご み の 減

少8-10),廃 棄 物 減 少 と 資 源 ごみ の 回 収11-13),家 庭 に お け

る電 力14-22),ガ ス23,24)と燃 料 オ イ ル25)の 節 約 な ど は よ く

注 目 され て い る環 境 配 慮 行 動 で あ った。 以 上 の よ うな行

動 に対 し,プ ロ ンプ テ ィ ング法,特 に フ ィー ドバ ッ クに

よ る効 果 が あ るか 否 か よ く検 証 さ れ た。

プ ロ ン プ テ ィ ン グ法(Prompting)と は,先 行 戦 略

(Antecedent strategy)の1つ で あ り,特 定 な行 動 を

誘 い出 す ま た は そ の頻 度 を増 やす た め に設 計 し,そ の行

動 の 前 に使 う合 図,メ ッセ ー ジ,ま た は デ バ イ ス で あ る。

プ ロ ンプ テ ィ ング法 は,行 動 変 容 を促 す の に有 効 で あ る

が,効 果 が極 小 で,短 期 的 で あ った26)。 そ れ に対 して,

WinettとKagel27)は,プ ロ ンプ テ ィ ン グ法 の 潜 在 力 を

生 か す 前 提 条 件,た と え ば,1)具 体,2)丁 寧,3)

顕 著,4)便 利 な ど が容 易 に は揃 え られ な か った の で あ

ろ う と強 調 した。

先 行 研 究 の レ ビ ュ ー に よ る と,エ ネ ル ギ ー消 費 に対

す る フ ィー ドバ ッ ク の 影 響 は様 々 で あ っ た。 多 くの 研

究,た と え ば,Russo28),Becker29),Blakely30)な ど は,

フ ィ ー ドバ ッ ク そ の も の が エ ネ ル ギ ー 消 費 に 効 果 が

な い こ と を 示 し た。 ―・方,保 護 ゴ ー ル 据 え 付 け29,31),

あ る い は 保 護 説 明32)と 合 同 し,あ る い は,イ ン ・ホ ー

ム ・モ ニ タ リ ング ・デ バ イ ス14,22,23,33)また は コ ン ピュ ー

タ24)に よ り提 供 さ れ た 場 合,フ ィ ー ドバ ッ ク は,10%

～15%の エ ネ ル ギ ー 節 約 を 引 き 起 こ した。Seligman

とDarley34),VanRaaijとVerhallen35),Van

HouwelingenとVanRaaij23),McCalleyとMidden31)

な ど は,即 時 の フ ィー ドバ ックが 有 効 で あ る と い う結 果

を 得 た。

先 行 研 究 の 対 象 と して は,家 庭,コ ミュ ニ テ ィ(省 エ

ネ,資 源 リサ イ ク ル),公 共 空 間(散 乱 ごみ の減 少)が

主 で あ るが,一 般 事 務 系 オ フ ィス は ま だ研 究 な さ れ て い

な い。 ま た,プ ロ ンプ テ ィ ング法 と フ ィー ドバ ッ クの経

年 効 果 を検 証 す る必 要 もあ る。

広 島 市 内 の 環 境 意 識 の 特 に は 高 くな い一 般 事 務 系 オ

フ ィ ス を実 験 系 と し,系 に対 す る資 源,廃 物 の 出入 りす

なわ ち物 質 収 支 を1995年 か ら2002年 ま で の8年 間 の継

続 実 態 調 査 と して 測 定 す る。 プ ロ ンプ テ ィ ング法 を用 い,

実 験 の 測 定 時 に具 体 的 ガ イ ド,口 頭 指 示,指 導 者 ・実 験

者 の 存 在,道 具 設 置 の方 法 で環 境 配 慮 行 動 を促 す。 ま た,

実 験 の 測 定 後 に実 験 の情 報 を フ ィー ドバ ック し,も っと

詳 し く行 動 を ガ イ ドして実 験 を行 う。 そ れ に よ って,ど

の よ う な行 動 変 容 が あ るか 現 場 実 験 と して 明 らか に し,

一般事 務系オ フィスの環境配慮行動 に資す ることを 目的

とす る。

2.実 験 方 法

広島市内 にあ る税理士事務所1社 を調 査 ・実験 系 と し,

継続実 態調 査 した。Table1に 実験 期間を表 した。1995

年 か ら2001年 まで は毎 年5日 間(月 ～ 金曜 日),2002

年 は5日 間を2回,勤 務時間(午 前9時 ～午後6時)中

に筆者 らが常駐 し,測 定項 目の物質収支を計測 した。毎

年5日 間のデー タを年平 均 としては考え られないが,本

実験 は現場実験 と して1社 の都合 のよい期間に合わせて

実験 し,調 査期間を ほぼ11月 頃に し,時 期 によ る相違

の影響 を ない よ うに した。測定 項 目 と して は紙 類,食

品 ・生活 用品,電 力(1998年 か ら計測),勤 務時間,事

務設備,社 員 の変化,延 べ床面積 等実測可能な限 りのあ

らゆ るもの とした。 分析の中心 とな るコピー用紙(1995

年 ～2002年)と 電力(2002年)に 関 しては,系 に対す

る 「導入部」 と して上質紙 ・再生紙 の使用量,「 内部」

として うら紙使 用量,事 務 機器の使用電 力量,「 送出部」

として資源 ごみ ・可燃 ごみの排出量等 を計測 し,調 査表

に記 入 した。2002年 度 の期 間8と 期間8’について,事

務機器数 は以 下のよ うで変化 はなか った。 コピー機(1

台:表 示 消費電 力1,500W),プ リンター(3台:680W,

800W,1,000W),デ スク トップパ ソコ ン(2台:145W,

200W),ノ ー トパ ソコン(6台:45W(3台),55W(3

台)),そ の他(12種 類)の 合計16種 類(31台)の 事務機

器 の使 用電 力量 に関 してはそれぞれに対 して積算電 力計

を用 い筆者 らが計 測 し,そ の使 用状況に関 して は,電 源

を入 れた時刻,作 業 を行 った時刻,節 電 機能を設定 した

時刻等 を配 られた調査表 に社 員が記 入 した。その後,環

境収 支簿記5)と して ま とめ環境負荷実 態の解析 を行 った。

毎実験期 間の出社 時刻 の午前9時 と退社 時刻の午後6

時 に2回 測定 を行 った。初 日か ら4日 目まで は当 日午前

9時 か ら翌 日午前9時 までを,5日 目は当 日の午前9時

Table1 Investigation periods
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Table 2 Experiment outline and promotion contents of environmental consideration actions

Table 3 Environmental balance accounting of the paper in period 8

か ら午後6時 までを,1日 使用 ・排出量 と した。

Table2に 事務所 の社 長 と社 員 に対す る実験への呼 び

かけあ るいは環境配慮 行動を促す事項を表 した。期間1

か ら期 間8ま では筆者 らが実験 内容の文書を社長 に渡 し

社 長が 口頭で全 社員 に伝達 した。2002年 は期間8の5

日間の計 測後,そ の現状 の説 明 と環境負荷削減のための

行動例 の文書 を社 長 と全社員に渡す新たな働 きか けを試

み,翌 週 の期 間8’の5日 間 にも計測 を行 った。

3.結 果 と 考 察

3.1環 境収支簿記 と1社 の変化

期間 中の実験結果 をま とめた紙類 に関す る環境収 支簿

記 の代表例 と して期間8の ものをTable3に 表 した。

系 に対す る導入部,内 部,送 出部 として構成 されてい る

環境収支簿記 の作成 によ り企業 における具体的 な物質 の

流れを明確 に把握で きた。実験前 に行 った事務所 の社長

との面談で,社 長 は実験 に協力的 な姿勢 を示 してきた。

実験 には協力的 な姿勢 を示 して いたが,環 境配慮行動 に

は積極的だ とはいえ なか った。社員 は社長 の支持 によ り

実験 に協力的であ り,環 境配慮行動 に も比較的積極的 な

人 もいた。それ により,社 員か ら直接 に調査表 を書 き込

んで もらい,実 験の方法について 聞かれ るなど正確 な実

験 に協力 して もらった。Table4に 示 したように期間1

か ら期間3ま で はほとん どの社員 に入れ代わ りが な く,

期間4か ら期間8’まで は社 員の入 れ代 わ りが見 られ る

ものの一部の社員 はその まま勤務 して いることがわか る。

2000年 には事務所 が移転 す る変 化が あ り,移 転前 に は

社 長 と社員が同 じ事務室で勤務 して いたが,移 転後 には

社長(a)と 幹 部社員 一名(h)が 社長室 で,そ の他の
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Table 4 The fluctuation on entering or leaving office of the employees, and the outline of the office

note) a:president, b•`s:employees

社員 は別の事務室で勤務 して いた。事務所 の延べ床面積

は59.4m2か ら移転 後157.3m2に 約3倍 広 くな って いた。

3.2紙 類 における経年 行動変容(期 間1～ 期間8):

紙類の導入 ・使用 ・排出

・ うら紙の使用

期間1に 実験用の う ら紙発生箱 と使用箱 をコ ピー機 の

近 くに設置 し,ど の くらい利用 して いるのかを調査 した。

期間2の 実験の打 ち合 わせ のために直前 に訪問 したとこ

ろ,う ら紙利用が構造的 には行われ ていなかった。 しか

し,期 間3の 直前 に訪問 したところ,期 間1と2で 実験

用 と して使 ったダ ンボールのう ら紙 ボ ックスと同様 の う

ら紙 ボ ックスが既 に常設 され,社 員全員が使用 し始 めて

いた。期間2の 後か ら継続 して う ら紙 ボ ックスが常設 さ

れて いることがわか った。以後か らは うら紙 ボ ックスが

常 にコ ピー機のす ぐそばに設置 され ていた。 コ ピー用紙

(上質紙+再 生紙)の 使用量,う ら紙の使用量,う ら紙

使用率 につ いて期間 毎の変化 をFig.1に 示 した。 う ら

紙使用 率 は うら紙使用 量/(コ ピー用紙 使用量+う ら紙

使用量)×100と して定 義 した。期 間1か ら期 間8ま で

のう ら紙使用率 はそれぞれ26,8,24,21,29,8,6,0%

で あった。実験が始 まった期間1は 高 い値 を示 していた

が,期 間2は 低 い値 を示 していた。 うら紙 ボ ックスを常

設 し始 めた期間3か らは期間5ま で うら紙使用率 が3年

間継続 して25%前 後 の値 を維持 して いた。事 務所 を移

転 した2000年 度の期 間6か らは うら紙 ボ ックスは設 置

されて いたが,う ら紙使用 率 は10%以 下 に減 少 してい

た。

うら紙 ボ ックスを設 置 しうら紙 を使用 す る行動 を生起

す るよ うに促 した期間3か らは自発 的に うら紙 ボ ックス

を常設 し利用 する行動変化 が得 られた。 うら紙 ボ ックス

の設置 が社長(環 境 配慮 行動 に は消 極的 な姿勢 を示 し

た)の 支持 あるいはある社員 の個人行動変化 だ として も,

その後3年 間の持続 的に高 い うら紙使用率 か ら考 え ると

ほとんどの社員 に うら紙 を使 用する行動 が生起 した と考

え られる。Table4に 示 したよ うに期 間1か ら期 間5ま

では事務所 の環境 は変 わ らなか った。1つ の狭い事務 室

に全社員 が勤務 し,社 員 同士 に コ ミュニケー ションがよ

Fig.1 Consumption change of the copy paper and the single-sided 

paper in every period
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りうま く行 われ た と考 え られ,ま た毎期 間(期 間1～

5)の 実験 の模様 が社 員 にす ぐキ ャ ッチで き る状態 で

あ った。 うら紙 ボ ックスの常 設に加えて,そ の使用を促

した ことの効果 が相乗 したため,う ら紙 使用率が大 き く

な った。 期間1か ら期 間3ま では社員が ほぼ同 じで,実

験 の模様 を見 て うら紙 ボ ックスを常 設 し使用す ることに

促 された可能性 もあ る。期 間4か ら期間5ま で は社員の

半分 が新入社員 であ ったが,彼 らは既存 の社員が うら紙

を使用 する行動 を見 て同様 な行動 を起 こした とも考え ら

れる。事務所 の移転 によ り,期 間6か ら期間8ま での事

務所 の環境 は以前 よ りかな り変わ った。 約3倍 広 くな っ

た反面,社 員 の数 はむ しろ少 し減少 してい る。 その上,

事務室 が2つ に別 れ,社 長 と社員1名 が奥の部 屋で勤 務

す ることにな った。 もう1つ の部 屋での既 存社 員は1名

で毎年新入社員 の入 れ代 わ りがあ り,う ら紙使 用の行 動

が新入社員へ及 ぼす影響 力は低 くな り,う ら紙使 用率が

か な り減少 したと考 え られ る。

・ 再生紙 の導入

コ ピー用紙 において,期 間1か ら期間6ま では上質紙

のみを購入 し使 用 してい た。期間7の2001年 か ら再生

紙 を購入 し始 め たが,ほ とん ど使 用 してい なか った。1

社 において コ ピー用紙 を使用す る ことは知的生産 物5)を

生 み出す ため不可欠 な ことである。実際 に再生紙 は色 が

悪 いため,多 量 の書類 を外部(取 引先)へ 渡 す本実験 系

の ような企業で は取 引先 に対 する用紙 の印象 のために再

生紙 の導入 は困難 だ ったよ うであ る。

。 資源 ごみの排 出

広島市 の ごみ排 出基準4)によ るとコ ピ―用紙 は普通 の

サ イズは紐で縛 り紙 くずは封筒 に入 れ紐 で縛 り資源 ごみ

と して排 出 し,資 源化 で きない紙 ごみに関 しては可燃 ご

み と して排出す ることが求 め られている。

I社 で は可燃 ・不燃 ・資源 ごみ(缶 ビン)用 の3つ の

ごみ箱 はあ ったが,紙 類の資源 ごみ箱がなか った。1社

で は,全 社員の机の そば に個人の ごみ箱(ほ とん どが紙

類の ごみで あった)が あ り,ま た事務室か らは見え ない

狭い多用途室 に可燃 ・不燃 ・資源(缶 ビン)ご み用 の3

つの ごみ箱が置かれて いた。紙類の資源 ごみの場合,床

にごみ箱 を設置 す るので はな く棚 に新聞,雑 誌,ダ ン

ボールな どを置 き適 量 にな る とま とめて捨 て る状態 で

あ った。Fig.2に コピ―用紙 の ごみ排 出量 の期 間毎 の

変化を示 した。 コピー用紙の資源 ごみ排 出率(資 源 ごみ

排出量/(資 源 ごみ排 出量+可 燃 ごみ排 出量)×100)に

ついて は,期 間1が13%,期 間2が6%,そ の他の期

間が0%で,期 間を問わず低い状態が続 き,資 源化可能

ごみが ほとん どすべて可燃 ごみ と して排出 されて いた。

発生 した ごみ は社員個人の ごみ箱 に入れ その まま多用途

室の可燃 ごみ箱に捨 てる状 況で はあ ったが,1社 で は根

本的に守秘義務を要す る書類が多 い状況であ ったので,

書類の資源化分別 はほとん ど取 り組 まれ なか った。

3.3電 力 と紙類にお ける短期の行動変容(期 間8～ 期

間8’)

3.3.1環 境負荷削減 のたあの改善策の提案

期間1か ら期間5ま で効果があ った う ら紙使用につ い

て も期間6か らはその使用率が減少 した ことか ら,環 境

面か ら評価 した期間8の 現状 と環 境負荷削減のための具

体 的 な改善 策を筆 者 らが1社 に提 案 し,期 間8’に どの

よ うな行動変容が起 きるか実験を行 った。 「前回(期 間

8)の 調査結 果 と環 境負荷削減のたあの具体的な行動例

を示 した説明書 」(A4用 紙3枚)を 作成 し,期 間8’の初

日に社 長 と社 員に配 り筆者 らが協 力を求めた。

期間8の 調 査結果 として,ご み組成 と使用電 力量 につ

いて の現 状 を事務 所 に知 らせ,期 間8’で は積 極的 に環

境 負荷 削減に取 り組 む ことを促 した。

Fig. 2 Discharge change of the copy paper refuse in every period
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Fig. 3 The electric power use by business machines in period 8 and 8'

環境負荷削減 のたあの具体的 な行動例 として,コ ピー

用紙 につ いては,う ら紙(う ら紙 ボ ックスまでの距離 を

短 くす るために,う ら紙使 用例 を示 し,う ら紙使用箱 を

もう1つ 奥 の社長室 に設 置するので利用 に努 める)と 紙

ごみ(ご みの分別表 を示 し,コ ピー用紙 の資源 ごみ回収

ボ ックスを設置す るので分別 に努 める)な どに関す る取

り組 み策 を提案 した。電力 につ いては,以 下 のよ うに提

案 した。(1)コ ピー機:時 間 に余裕 の あ るものは何部 か

溜 めてか ら一度 に使用 し,節 電機 能 を利用 す る。(2)プ

リンター:時 間 に余裕 のある ものは何部 か溜 あてか ら一

度 に使用 し,未 使用時 は電源 を消 し,帰 宅時 には必 ず電

源 が 切 れ てい るか 確 認 す る。(3)デ ス ク トップパ ソ コ

ン:未 使用時 は電源 を消 す,ま たは節電機能 の設定 を行

うかモ ニ タ―を消 して お く。(4)ノ ― トパ ソコ ン:節 電

機能 の設定 を行 い,帰 宅時 には必 ず電 源 を切 る。(5)そ

の他 にも,環 境へ の取 り組 みに心掛 ける。

3.3.2紙 類 につ いての行動変容

Fig.1に 示 したよ うに期 間8’の うら紙使用 率 は1%

であ り小 さ く,期 間8と 変 わ らなか った。再生紙 につい

て もほとん ど使用 されず,期 間8と 変 わ らなか った。 資

源 ごみ回収 ボ ックスと ごみ排 出の分 別表 を設 置 した と

ころ,コ ピー用紙 の5%(Fig.2),新 聞 ・雑誌 ・ダン

ボールの7%し か資源化分別 されず,ほ とんど行動変容

は見 られなか った。

3.3.3電 力 につ いての行動変容

期 間8と 期間8’ にお け る事 務 機器 の 総使 用 電 力量

(それぞれ の測定時間 は105h)は,期 間8が41.7kWh,

期間8’ が38.2kWhで あ った。 コ ピー用 紙 につ いて 期

間8’(8,154g)は 期間8(4,641g)に 比べ約1.8倍 使用

されて いたが(Fig.1),事 務機器 の総使用電力量 につ

いて は期間8’が期 間8の0.9倍 で,む しろ減少 している

ことがわか った。 コピー用紙(A4)1枚 あた りの全事

務機器 の使 用電力 量 は期 間8が0.34W/枚,期 間8’が

0.18w/枚 にな り,約 半分 が削減 でき,電 力 について は

大 きな行動 変容が見 られた。各事務機 器の使用電力量を

Fig.3に 示 した。

(1)コピー機

期 間8と 期 間8’の使 用電 力 量 はそ れぞ れ15.9,14.7

kWhで あ った。両期間 中に電源 がず っとつ いてい た。

使 用時 間 は0.9hか ら0,4hに 減少 してお り,節 電 時 間

は89.4hか ら95.5hに 増加 してい た。期 間8’の コ ピ―

用紙使 用量 が期間8よ り増えていた ことか ら判断す ると,

溜めてか らコピー した ことによ り使用時間を減 らし,さ

らに節電機能 をよ く使い,使 用電 力量 が削減で きて いた。

ま とめて コピーす ることは現実の業務 でなかなか受 け入

れがたい と最 初思 われたが,実 際の業務 の中で実験 的に

行 ってみた ところ受 け入 れて もらえ節電 に繋が って いる

ことがわか った。

(2)プ リンター

3台 の プ リンター につい て,期 間8と 期間8’の使 用

電力量 はそれぞれ7.6,5.OkWhで,期 間8’には減少 し

てい た。期 間8の 起動 回数15回 は期 間8’には31回 に

増 え,電 源のついた時間を172.Ohか ら92。6hに 約 半分

削 減 して いた。使 用時 間 は2。8hか ら4.5hに 増 え てい

たに もかかわ らず使 用 しない時は電 源を消 してお く行動

がよ く行 われてお り,そ の結果,使 用電 力量 が多 く削減

で きて いた。 しか し,期 間8’で も使用 時間 に比べ電 源

のついた時 間が非常 に長 か ったため,今 後 さらな る節電

に取 り組 むべ きである。

(3)デスク トップパ ソコン

2台 のデスク トップパ ソコンについて,期 間8と 期間

8’の使用電力量 はそれぞれ1.5,0.9kWhで,期 間8’に

は減少 して いた。使用 時間 は0.3hか ら2.3hに 増 加 し

たが,電 源 のついた時 間を11.Ohか ら4。7hに 半分以 上

削 減す る ことに よ り使 用時間率(使 用 時間/電 源 の つ

いた時間 ×100)が2%か ら50%に 増加 し,期 間8’は
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使 用電 力量が削減で きて いた。

(4)ノー トパ ソコン

6台 の ノー トパ ソ コンについて,期 間8と 期 間8’の

使 用電 力量 はそれぞれ5.7,6.2kWhで,期 間8’には増

加 して いた。 期間8の 起 動 回数30回 が期 間8’に は21

回 に減 り,電 源 のつ いた時 間 が165.Ohか ら183.8hに

増 加 してい た。使 用時 間が134.6hか ら127.5hに 減 少

し,使 用 しない時に も電源を付 けてお いて使用電力量が

増 加 して いた。1社 で はノー トパ ソコ ンを主 に使 用 して

いたので,不 便 にな らないよ うに常 に電源をつ けてお い

て使 え る状態 に しておいたのであ る。

(5)その他

電気 ス タン ド,コ ー ヒーメーカー,電 気 ポッ ト,テ レ

ビ,CDラ ジカセ,掃 除充電器,LAN,空 気清浄機,自

転車充電器等 についてはその使 用電 力量が少な く,ほ と

ん ど変化 は見 られな か った。電気 ポ ッ トの場合,期 間

8’にはお茶 の接収量 が増加 したのでその利用が多 くな っ

た ことによる変化 であ る。

以上 のよ うに,コ ピー機 は溜めてか らコピー し,プ リ

ンター,デ ス ク トップパ ソコンは未使用時に電 源を積極

的 に消 したため,多 くの使用電 力量 が削減で きていた。

一方
,ノ ー トパ ソコンは各個人 が常 に使 用で きる状態に

しておいたため節電機能 はほ とん ど使われず使 用電 力量

が 削減 で きなか った。 コピー機,プ リン ター,デ ス ク

トップパ ソコンのよ うに間歇 的に使 用す るものは節電 に

取 り組 みやす く,ノ ー トパ ソコ ンの よ うに長時 間 にわ

たって半継続的 に使用 す るものは節電 に取 り組 みに くい

傾 向のある ことがわか った。半継続 的に使 用す るものに

つ いて,ど のよ うな取 り組 みが有効 であ るかは今後 の課

題 となろ う。

4.ま と め

本研究 では,一 般事務系 オフ ィスを実験系 とし,プ ロ

ンプテ ィング法 と フィー ドバ ック法 が一般事務系 オ フィ

ス社員 の環境配慮へ の行動変容 を引起 す効果 があるか否

か につ いて調査 ・分析 された。 その結果,プ ロンプテ ィ

ング法 と してのう ら紙 ボ ックスの設 置によ り,社 員 が う

ら紙 ボ ックスを常設す るよ うにな り,う ら紙 を使用 する

行動 を生起 す る経年 効果 が見 られ た。期間8’で利用 し

た即時 フ ィー ドバ ック法 プ ラス具体 的な行動例示 によ っ

て は,う ら紙 の使用 と紙 ごみの資源化 についての行動変

容 はほとん ど見 られなか ったが,コ ピー機,プ リンター,

デスク トップパ ソコ ンの使用 には行動変容 が観測 され,

電力の節約 に有効で ある ことがわか った。
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Abstract

Actual conditions of environmental balance (input and output) of an office, which was regarded 
as having no strong environmental consciousness, were measured continuously over a period of eight 

years (1995-2002). Following field measurements, we analyzed and clarified effects of some behav-
ioral analysis methods, such as prompting and feedback, on behavioral changes of office members to 
environmentally conscious actions. By installment of boxes for paper that was printed on a single 
side, much was used. Nevertheless, recycled paper was seldom purchased. Furthermore, waste paper 

was seldom classified and was not thought of as a recoverable resource. Instead, it was cast away as 
a combustible. Effects of installing the boxes for half-used paper on behavioral changes of office 
members to use single-sided paper disappeared over three years because of the change in office 
members and the office arrangement. The method of real time feedback together with detailed 
instructions on environmentally concerned actions caused behavioral changes in use of copy ma-
chines, printers, and desktop computers, thereby reducing electricity consumption. On the other 
hand, the electricity that was consumed by laptop computers increased. Consequently, our findings 
showed the following tendency: it is easier to reduce electricity consumption by changing the 
methods of use of infrequently used business machines, such as copy machines, printers and desktop 
computers than those of frequently used equipment, such as laptop computers.

Key words: behavioral changes, prompting, feedback, field experiment
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